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関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
士
会
長
協
議
会
会
員
、
役
員
名
一
覧
（
昭
和
49
年
〜
昭
和
59
年
）

昭
和
49
年
（
19
74
）
協
議
会
設
立

会
長

昭
和
50
年

昭
和
51
年

昭
和
52
年

昭
和
53
年

昭
和
54
年

昭
和
55
年

昭
和
56
年

昭
和
57
年

昭
和
58
年

昭
和
59
年

茨
城
県

稲
村
洋
志

沢
田
金
吾

沢
田
金
吾

大
内
厚

大
内
厚

大
内
厚

大
内
厚

大
内
厚

大
内
厚

大
内
厚

栃
木
県

松
村
嘉
綱

松
村
嘉
綱

松
村
嘉
綱

松
村
嘉
綱

松
村
嘉
綱

谷
岡
淳

谷
岡
淳

谷
岡
淳

谷
岡
淳

谷
岡
淳

群
馬
県

岸
正
美

岸
正
美

岸
正
美

岸
正
美

岸
正
美

岸
正
美

岸
正
美

丸
田
和
夫

埼
玉
県

横
山
隆
幸

横
山
隆
幸

横
山
隆
幸

横
山
隆
幸

横
山
隆
幸

横
山
隆
幸

横
山
隆
幸

横
山
隆
幸

横
山
隆
幸

横
山
隆
幸

千
葉
県

五
島
稔

清
水
啓

清
水
啓

川
名
隆
治

川
名
隆
治

川
名
隆
治

神
宮
寺
一
夫

神
宮
寺
一
夫

神
宮
寺
一
夫

東
京
都

細
田
多
穂

細
田
多
穂

細
田
多
穂

細
田
多
穂

細
田
多
穂

細
田
多
穂

細
田
多
穂

細
田
多
穂

細
田
多
穂

細
田
多
穂

神
奈
川
県

谷
島
朝
生

谷
島
朝
生

谷
島
朝
生

谷
島
朝
生

谷
島
朝
生

大
内
二
男

大
内
二
男

大
内
二
男

大
内
二
男

大
内
二
男

山
梨
県

窪
田
準

窪
田
準

窪
田
準

窪
田
準

窪
田
準

窪
田
準

藤
本
欽
也

藤
本
欽
也

長
沢
寿
昭

長
沢
寿
昭

長
野
県

伊
藤
求

伊
藤
求

伊
藤
求

伊
藤
求

丸
茂
周
二

丸
茂
周
二

佐
藤
弘
一

佐
藤
弘
一

佐
藤
弘
一

佐
藤
弘
一

新
潟
県

種
村
タ
ネ

種
村
タ
ネ

種
村
タ
ネ

種
村
タ
ネ

種
村
タ
ネ

種
村
タ
ネ

藤
巻
寿
雄

藤
巻
寿
雄

藤
巻
寿
雄

藤
巻
寿
雄

地
方
理
事

横
山
隆
幸

横
山
隆
幸

横
山
隆
幸

横
山
隆
幸

松
村
嘉
綱

松
村
嘉
綱

松
村
嘉
綱

松
村
嘉
綱

松
村
嘉
綱

松
村
嘉
綱

協
議
会
会
長

谷
島
朝
生

谷
島
朝
生

谷
島
朝
生

谷
島
朝
生

谷
島
朝
生

谷
島
朝
生

谷
島
朝
生

谷
島
朝
生

谷
島
朝
生

谷
島
朝
生

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
会
長

副
会
長

監
事

松
村
嘉
綱

松
村
嘉
綱

松
村
嘉
綱

松
村
嘉
綱

松
村
嘉
綱

松
村
嘉
綱

相
談
役

委
員
会
名

定
款
検
討

学
会
検
討

　
委
員
会
委
員

谷
島
朝
生

松
村
嘉
綱

谷
島
朝
生

松
村
嘉
綱

神
宮
寺
一
夫

松
村
嘉
綱

横
山
隆
幸

藤
巻
寿
雄

神
宮
寺
一
夫

松
村
嘉
綱

横
山
隆
幸

藤
巻
寿
雄
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関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
士
会
長
協
議
会
会
員
、
役
員
名
一
覧
（
昭
和
60
年
〜
平
成
6
年
）

会
長

昭
和
60
年

昭
和
61
年

昭
和
62
年

昭
和
63
年

平
成
元
年

平
成
2
年

平
成
3
年

平
成
4
年

平
成
5
年

平
成
6
年

茨
城
県

大
内
厚

大
内
厚

大
内
厚

大
内
厚

岡
安
利
夫

岡
安
利
夫

岡
安
利
夫

岡
安
利
夫

岡
安
利
夫

岡
安
利
夫

栃
木
県

谷
岡
淳

谷
岡
淳

谷
岡
淳

谷
岡
淳

谷
岡
淳

谷
岡
淳

谷
岡
淳

谷
岡
淳

谷
岡
淳

谷
岡
淳

群
馬
県

丸
田
和
夫

高
木
武
二

高
木
武
二

高
木
武
二

高
木
武
二

高
木
武
二

高
木
武
二

高
木
武
二

高
木
武
二

高
木
武
二

埼
玉
県

横
山
隆
幸

横
山
隆
幸

横
山
隆
幸

横
山
隆
幸

横
山
隆
幸

横
山
隆
幸

横
山
隆
幸

関
勝
男

関
勝
男

関
勝
男

千
葉
県

神
宮
寺
一
夫

神
宮
寺
一
夫

江
沢
省
司

江
沢
省
司

江
沢
省
司

江
沢
省
司

江
沢
省
司

江
沢
省
司

宮
前
信
彦

宮
前
信
彦

東
京
都

細
田
多
穂

細
田
多
穂

細
田
多
穂

細
田
多
穂

細
田
多
穂

細
田
多
穂

細
田
多
穂

細
田
多
穂

細
田
多
穂

細
田
多
穂

神
奈
川
県

大
内
二
男

村
井
貞
夫

村
井
貞
夫

村
井
貞
夫

村
井
貞
夫

井
上
保

井
上
保

井
上
保

井
上
保

井
上
保

山
梨
県

長
沢
寿
昭

長
沢
寿
昭

長
沢
寿
昭

長
沢
寿
昭

長
沢
寿
昭

長
沢
寿
昭

長
沢
寿
昭

長
沢
寿
昭

長
沢
寿
昭

長
沢
寿
昭

長
野
県

佐
藤
弘
一

佐
藤
弘
一

花
岡
利
安

花
岡
利
安

花
岡
利
安

花
岡
利
安

金
井
敏
男

金
井
敏
男

金
井
敏
男

金
井
敏
男

新
潟
県

倉
島
信
作

倉
島
信
作

倉
島
信
作

倉
島
信
作

倉
島
信
作

倉
島
信
作

倉
島
信
作

倉
島
信
作

渡
辺
紀
子

渡
辺
紀
子

地
方
理
事

谷
島
朝
生

谷
島
朝
生

（
廃
止
）

協
議
会
会
長

谷
島
朝
生

谷
島
朝
生

谷
島
朝
生

谷
島
朝
生

長
沢
寿
昭

長
沢
寿
昭

長
沢
寿
昭

長
沢
寿
昭

長
沢
寿
昭

長
沢
寿
昭

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
会
長

大
内
厚

長
沢
寿
昭

長
沢
寿
昭

長
沢
寿
昭

長
沢
寿
昭

長
沢
寿
昭

長
沢
寿
昭

長
沢
寿
昭

副
会
長

大
内
厚

大
内
厚

大
内
厚

高
木
武
二

高
木
武
二

高
木
武
二

高
木
武
二

高
木
武
二

高
木
武
二

監
事

松
村
嘉
綱

松
村
嘉
綱

松
村
嘉
綱

松
村
嘉
綱

花
岡
利
安

花
岡
利
安

岡
安
利
夫

岡
安
利
夫

岡
安
利
夫

岡
安
利
夫

相
談
役

谷
島
朝
生

横
山
隆
幸

大
内
厚
	

委
員
会
名

記
念
誌
編
集

　
委
員
会
委
員

谷
島
朝
生

横
山
隆
幸

大
内
厚
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関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
士
会
長
協
議
会
会
員
、
役
員
名
一
覧
（
平
成
7
年
〜
平
成
16
年
）

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
士
会
長
協
議
会
　
役
員
一
覧
（
平
成
7
年
〜
平
成
16
年
）

平
成
7
年

平
成
8
年

平
成
9
年

平
成
10
年

平
成
11
年

平
成
12
年

平
成
13
年

平
成
14
年

平
成
15
年

平
成
16
年

茨
城
県

橋
本
充

橋
本
充

萩
谷
俊
英

萩
谷
俊
英

萩
谷
俊
英

萩
谷
俊
英

佐
藤
弘
行

佐
藤
弘
行

佐
藤
弘
行

佐
藤
弘
行

栃
木
県

谷
岡
淳

金
子
操

金
子
操

金
子
操

金
子
操

金
子
操

金
子
操

金
子
操

金
子
操

金
子
操

群
馬
県

高
木
武
二

川
田
高
明

川
田
高
明

川
田
高
明

川
田
高
明

川
田
高
明

川
田
高
明

高
橋
哲
也

高
橋
哲
也

高
橋
哲
也

埼
玉
県

関
勝
男

関
勝
男

関
勝
男

大
黒
篤

大
黒
篤

大
黒
篤

大
黒
篤

今
井
基
次

今
井
基
次

安
藤
正
志

千
葉
県

宮
前
信
彦

宮
前
信
彦

宮
前
信
彦

宮
前
信
彦

宮
前
信
彦

宮
前
信
彦

吉
田
久
雄

吉
田
久
雄

吉
田
久
雄

吉
田
久
雄

東
京
都

細
田
多
穂

細
田
多
穂

細
田
多
穂

細
田
多
穂

高
橋
輝
雄

高
橋
輝
雄

高
橋
輝
雄

高
橋
輝
雄

高
橋
輝
雄

高
橋
輝
雄

神
奈
川
県

井
上
保

井
上
保

井
上
保

井
上
保

井
上
保

井
上
保

井
上
保

神
内
擴
行

神
内
擴
行

神
内
擴
行

山
梨
県

長
沢
寿
昭

長
沢
寿
昭

谷
村
英
四
郎

谷
村
英
四
郎

谷
村
英
四
郎

谷
村
英
四
郎

谷
村
英
四
郎

谷
村
英
四
郎

谷
村
英
四
郎

谷
村
英
四
郎

長
野
県

中
沢
住
夫

中
沢
住
夫

中
沢
住
夫

中
沢
住
夫

原
田
聡
昭

原
田
聡
昭

原
田
聡
昭

原
田
聡
昭

原
田
聡
昭

原
田
聡
昭

新
潟
県

藤
縄
理

藤
縄
理

藤
縄
理

藤
縄
理

深
川
新
市

深
川
新
市

深
川
新
市

深
川
新
市

深
川
新
市

深
川
新
市

平
成
7
年

平
成
8
年

平
成
9
年

平
成
10
年

平
成
11
年

平
成
12
年

平
成
13
年

平
成
14
年

平
成
15
年

平
成
16
年

地
方
理
事

協
議
会
会
長

井
上
保

井
上
保

井
上
保

井
上
保

井
上
保

井
上
保

金
子
操

金
子
操

金
子
操

金
子
操

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
会
長

井
上
保

井
上
保

井
上
保

井
上
保

井
上
保

井
上
保

金
子
操

金
子
操

金
子
操

金
子
操

副
会
長

宮
前
信
彦

宮
前
信
彦

吉
田
久
雄

吉
田
久
雄

吉
田
久
雄

吉
田
久
雄

監
事

高
橋
輝
雄

大
黒
篤

高
橋
輝
雄

大
黒
篤

高
橋
輝
雄

大
黒
篤

高
橋
輝
雄

今
井
基
次

高
橋
輝
雄

今
井
基
次

高
橋
輝
雄

今
井
基
次

相
談
役

谷
島
朝
生

大
内
厚

横
山
隆
幸

高
木
武
二

長
沢
寿
昭

細
田
多
穂

谷
島
朝
生

大
内
厚

横
山
隆
幸

高
木
武
二

長
沢
寿
昭

細
田
多
穂

谷
島
朝
生

大
内
厚

横
山
隆
幸

高
木
武
二

長
沢
寿
昭

細
田
多
穂

宮
前
信
彦

井
上
保

長
沢
寿
昭

宮
前
信
彦

川
田
高
明

井
上
保

長
沢
寿
昭

宮
前
信
彦

川
田
高
明

井
上
保

長
沢
寿
昭

宮
前
信
彦

川
田
高
明

委
員
会
名

生
涯
学
習

生
涯
学
習

生
涯
学
習

　
委
員
会
委
員

原
田
聡
昭

谷
村
英
四
郎

原
田
聡
昭

谷
村
英
四
郎

原
田
聡
昭

谷
村
英
四
郎

委
員
会
名

規
約
検
討

規
約
検
討

規
約
検
討

　
委
員
会
委
員

高
橋
哲
也

高
橋
哲
也

高
橋
哲
也

委
員
会
名

30
周
年
記
念

　
委
員
会
委
員

金
子
操

吉
田
久
雄

深
川
新
市

佐
藤
弘
行

長
沢
寿
昭

井
上
保

宮
前
信
彦

＊
資
料
：
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
士
会
長
協
議
会
３
０
周
年
誌
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関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
士
会
長
協
議
会
会
員
、
役
員
名
一
覧
（
平
成
17
年
〜
平
成
26
年
）

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
士
会
長
協
議
会
　
役
員
一
覧
（
平
成
17
年
〜
平
成
26
年
）

平
成
17
年

平
成
18
年

平
成
19
年

平
成
20
年

平
成
21
年

平
成
22
年

平
成
23
年

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

茨
城
県

佐
藤
弘
行

佐
藤
弘
行

佐
藤
弘
行

佐
藤
弘
行

佐
藤
弘
行

佐
藤
弘
行

斉
藤
秀
之

斉
藤
秀
之

斉
藤
秀
之

斉
藤
秀
之

栃
木
県

金
子
操

金
子
操

金
子
操

金
子
操

金
子
操

金
子
操

金
子
操

金
子
操

金
子
操

金
子
操

群
馬
県

浅
香
満

浅
香
満

浅
香
満

浅
香
満

浅
香
満

浅
香
満

浅
香
満

浅
香
満

山
路
雄
彦

山
路
雄
彦

埼
玉
県

前
園
徹

前
園
徹

前
園
徹

前
園
徹

前
園
徹

前
園
徹

清
宮
清
美

清
宮
清
美

清
宮
清
美

清
宮
清
美

千
葉
県

吉
田
久
雄

吉
田
久
雄

吉
田
久
雄

吉
田
久
雄

吉
田
久
雄

吉
田
久
雄

西
山
晴
彦

西
山
晴
彦

田
中
康
之

田
中
康
之

東
京
都

高
橋
輝
雄

高
橋
輝
雄

高
橋
輝
雄

高
橋
輝
雄

高
橋
輝
雄

高
橋
輝
雄

野
本
彰

野
本
彰

野
本
彰

野
本
彰

神
奈
川
県

神
内
擴
行

神
内
擴
行

神
内
擴
行

神
内
擴
行

神
内
擴
行

秋
田
裕

秋
田
裕

秋
田
裕

秋
田
裕

秋
田
裕

山
梨
県

谷
村
英
四
郎

谷
村
英
四
郎

谷
村
英
四
郎

谷
村
英
四
郎

谷
村
英
四
郎

谷
村
英
四
郎

谷
村
英
四
郎

谷
村
英
四
郎

小
林
伸
一

小
林
伸
一

長
野
県

深
町
秀
彦

深
町
秀
彦

深
町
秀
彦

深
町
秀
彦

市
川
彰

市
川
彰

市
川
彰

市
川
彰

市
川
彰

市
川
彰

新
潟
県

深
川
新
市

深
川
新
市

深
川
新
市

深
川
新
市

深
川
新
市

深
川
新
市

深
川
新
市

深
川
新
市

深
川
新
市

深
川
新
市

平
成
17
年

平
成
18
年

平
成
19
年

平
成
20
年

平
成
21
年

平
成
22
年

平
成
23
年

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

地
方
理
事

協
議
会
会
長

金
子
操

金
子
操

谷
村
英
四
郎

谷
村
英
四
郎

谷
村
英
四
郎

谷
村
英
四
郎

谷
村
英
四
郎

谷
村
英
四
郎

秋
田
裕

秋
田
裕

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
会
長

金
子
操

金
子
操

谷
村
英
四
郎

谷
村
英
四
郎

谷
村
英
四
郎

谷
村
英
四
郎

谷
村
英
四
郎

谷
村
英
四
郎

秋
田
裕

秋
田
裕

副
会
長

吉
田
久
雄

吉
田
久
雄

吉
田
久
雄

吉
田
久
雄

神
内
擴
行

神
内
擴
行

秋
田
裕

秋
田
裕

市
川
彰

市
川
彰

監
事

高
橋
輝
雄

前
園
徹

高
橋
輝
雄

前
園
徹

高
橋
輝
雄

前
園
徹

高
橋
輝
雄

前
園
徹

高
橋
輝
雄

深
川
新
市

高
橋
輝
雄

深
川
新
市

深
川
新
市

野
本
彰

深
川
新
市

野
本
彰

深
川
新
市

斎
藤
秀
之

深
川
新
市

斎
藤
秀
之

相
談
役

井
上
保

長
澤
寿
昭

宮
前
信
彦

川
田
高
明

井
上
保

長
澤
寿
昭

宮
前
信
彦

川
田
高
明

井
上
保

長
澤
寿
昭

宮
前
信
彦

川
田
高
明

井
上
保

長
澤
寿
昭

宮
前
信
彦

川
田
高
明

井
上
保

井
上
保

井
上
保

井
上
保

井
上
保

谷
村
英
四
郎

井
上
保

谷
村
英
四
郎

委
員
会
名

生
涯
学
習

生
涯
学
習

生
涯
学
習

生
涯
学
習

生
涯
学
習

生
涯
学
習

生
涯
学
習

生
涯
学
習

生
涯
学
習

生
涯
学
習

　
委
員
会
委
員

深
町
秀
彦

谷
村
英
四
郎

深
町
秀
彦

谷
村
英
四
郎

深
町
秀
彦

金
子
操

深
町
秀
彦

金
子
操

佐
藤
弘
行

浅
香
満

佐
藤
弘
行

浅
香
満

斉
藤
秀
之

浅
香
満

斉
藤
秀
之

浅
香
満

清
宮
清
美

田
中
康
之

清
宮
清
美

田
中
康
之

委
員
会
名

規
約
検
討

規
約
検
討

規
約
検
討

規
約
検
討

規
約
検
討

規
約
検
討

規
約
検
討

規
約
検
討

規
約
検
討

規
約
検
討

　
委
員
会
委
員

浅
香
満

深
川
新
市

浅
香
満

深
川
新
市

浅
香
満

深
川
新
市

浅
香
満

深
川
新
市

委
員
会
名

学
会
運
営
検
討

学
会
運
営
検
討

学
会
運
営
検
討

学
会
運
営
検
討

学
会
運
営
検
討

学
会
運
営
検
討

学
会
運
営
検
討

学
会
運
営
検
討

学
会
運
営
検
討

学
会
運
営
検
討

　
委
員
会
委
員

神
内
擴
行

佐
藤
弘
行

神
内
擴
行

佐
藤
弘
行

神
内
擴
行

佐
藤
弘
行

神
内
擴
行

佐
藤
弘
行

市
川
彰

金
子
操

市
川
彰

金
子
操

金
子
操

田
中
康
之

金
子
操

田
中
康
之

委
員
会
名

40
周
年
記
念
誌
編
集

　
委
員
会
委
員
長

小
林
伸
一

＊
資
料
：
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
4
0
周
年
記
念
誌
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関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
士
会
長
協
議
会
会
員
、
役
員
名
一
覧
（
平
成
27
年
〜
令
和
6
年
）

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
士
会
長
協
議
会
　
役
員
一
覧
（
平
成
27
年
〜
令
和
6
年
）

平
成
27
年

平
成
28
年

平
成
29
年

平
成
30
年

令
和
1
年

令
和
2
年

令
和
3
年

令
和
4
年

令
和
5
年

令
和
6
年

茨
城
県

斉
藤
　秀
之

斉
藤
　秀
之

斉
藤
　秀
之

浅
川
　育
世

浅
川
　育
世

浅
川
　育
世

浅
川
　育
世

浅
川
　育
世

浅
川
　育
世

浅
川
　育
世

栃
木
県

大
屋
　晴
嗣

大
屋
　晴
嗣

大
屋
　晴
嗣

大
屋
　晴
嗣

大
屋
　晴
嗣

大
屋
　晴
嗣

大
屋
　晴
嗣

大
屋
　晴
嗣

南
雲
　光
則

南
雲
　光
則

群
馬
県

山
路
　雄
彦

山
路
　雄
彦

山
路
　雄
彦

山
路
　雄
彦

山
路
　雄
彦

山
路
　雄
彦

山
路
　雄
彦

山
路
　雄
彦

渡
辺
　真
樹

渡
辺
　真
樹

埼
玉
県

清
宮
　清
美

清
宮
　清
美

南
本
　浩
之

南
本
　浩
之

南
本
　浩
之

南
本
　浩
之

南
本
　浩
之

南
本
　浩
之

南
本
　浩
之

南
本
　浩
之

千
葉
県

田
中
　康
之

田
中
　康
之

田
中
　康
之

田
中
　康
之

田
中
　康
之

田
中
　康
之

田
中
　康
之

田
中
　康
之

田
中
　康
之

田
中
　康
之

東
京
都

森
島
　
健

森
島
　
健

森
島
　
健

森
島
　
健

森
島
　
健

森
島
　
健

森
島
　
健

森
島
　
健

森
島
　
健

森
島
　
健

神
奈
川
県

林
　
克
郎

林
　
克
郎

林
　
克
郎

林
　
克
郎

佐
藤
　史
子

佐
藤
　史
子

內
田
　賢
一

內
田
　賢
一

內
田
　賢
一

內
田
　賢
一

新
潟
県

佐
藤
成
登
志

佐
藤
成
登
志

佐
藤
成
登
志

佐
藤
成
登
志

佐
藤
成
登
志

佐
藤
成
登
志

佐
藤
成
登
志

佐
藤
成
登
志

佐
藤
成
登
志

佐
藤
成
登
志

山
梨
県

小
林
　伸
一

小
林
　伸
一

小
林
　伸
一

小
林
　伸
一

小
林
　伸
一

小
林
　伸
一

磯
野
　
賢

磯
野
　
賢

磯
野
　
賢

磯
野
　
賢

長
野
県

市
川
　
彰

市
川
　
彰

佐
藤
　博
之

佐
藤
　博
之

佐
藤
　博
之

佐
藤
　博
之

佐
藤
　博
之

佐
藤
　博
之

佐
藤
　博
之

佐
藤
　博
之

平
成
27
年

平
成
28
年

平
成
29
年

平
成
30
年

令
和
1
年

令
和
2
年

令
和
3
年

令
和
4
年

令
和
5
年

令
和
6
年

会
　
長

市
川
　
彰

市
川
　
彰

山
路
　雄
彦

山
路
　雄
彦

大
屋
　晴
嗣

大
屋
　晴
嗣

浅
川
　育
世

浅
川
　育
世

佐
藤
成
登
志

佐
藤
成
登
志

副
会
長

山
路
　雄
彦

山
路
　雄
彦

大
屋
　晴
嗣

大
屋
　晴
嗣

浅
川
　育
世

浅
川
　育
世

佐
藤
成
登
志

佐
藤
成
登
志

南
本
　浩
之

南
本
　浩
之

監
　
事

斉
藤
　秀
之

小
林
　伸
一

斉
藤
　秀
之

小
林
　伸
一

斉
藤
　秀
之

佐
藤
　博
之

斉
藤
　秀
之

佐
藤
　博
之

浅
川
　育
世

佐
藤
　博
之

浅
川
　育
世

佐
藤
　博
之

佐
藤
成
登
志

大
屋
　晴
嗣

佐
藤
成
登
志

大
屋
　晴
嗣

南
本
　浩
之

浅
川
　育
世

南
本
　浩
之

浅
川
　育
世

生
涯
学
習
担
当
者
会
議

　
委
員
長

　
副
委
員
長

清
宮
　清
美

大
屋
　晴
嗣

清
宮
　清
美

大
屋
　晴
嗣

南
本
　浩
之

小
林
　伸
一

南
本
　浩
之

小
林
　伸
一

南
本
　浩
之

小
林
　伸
一

南
本
　浩
之

小
林
　伸
一

南
本
　浩
之

佐
藤
　博
之

南
本
　浩
之

佐
藤
　博
之

佐
藤
　博
之

浅
川
　育
世

佐
藤
　博
之

浅
川
　育
世

学
会
運
営
検
討
委
員
会

　
委
員
長

　
副
委
員
長

田
中
　康
之

林
　
克
郎

田
中
　康
之

林
　
克
郎

田
中
　康
之

林
　
克
郎

田
中
　康
之

林
　
克
郎

田
中
　康
之

佐
藤
　史
子

田
中
　康
之

佐
藤
　史
子

田
中
　康
之

大
屋
　晴
嗣

田
中
　康
之

大
屋
　晴
嗣

田
中
　康
之

南
雲
　光
則

田
中
　康
之

南
雲
　光
則

ス
ポ
ー
ツ
関
連
事
業
運

営
委
員
会

　
委
員
長

　
副
委
員
長

森
島
　
健

佐
藤
成
登
志

森
島
　
健

佐
藤
成
登
志

森
島
　
健

佐
藤
成
登
志

森
島
　
健

佐
藤
成
登
志

森
島
　
健

佐
藤
成
登
志

森
島
　
健

佐
藤
成
登
志

森
島
　
健

磯
野
　
賢

森
島
　
健

磯
野
　
賢

森
島
　
健

磯
野
　
賢

森
島
　
健

磯
野
　
賢

働
き
や
す
い
環
境
創
り

検
討
委
員
会

　
委
員
長

　
副
委
員
長

清
宮
　清
美

山
路
　雄
彦

清
宮
　清
美

山
路
　雄
彦

山
路
　雄
彦

內
田
　賢
一

山
路
　雄
彦

內
田
　賢
一

內
田
　賢
一

渡
辺
　真
樹

內
田
　賢
一

渡
辺
　真
樹

相
談
役

金
子
　
操

谷
村
英
四
郎

金
子
　
操

谷
村
英
四
郎

金
子
　
操

谷
村
英
四
郎

金
子
　
操

谷
村
英
四
郎

金
子
　
操

谷
村
英
四
郎

清
宮
　清
美

金
子
　
操

谷
村
英
四
郎

清
宮
　清
美

金
子
　
操

谷
村
英
四
郎

清
宮
　清
美

金
子
　
操

谷
村
英
四
郎

清
宮
　清
美

金
子
　
操

谷
村
英
四
郎

清
宮
　清
美

金
子
　
操

谷
村
英
四
郎

清
宮
　清
美
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感 謝 状 授 賞 者 一 覧

平成元年授賞者

平成11年授賞者

平成21年授賞者

氏　　名

氏　　名

氏　　名

ふりがな

ふりがな

ふりがな

都県名

都県名

都県名

大　内　　　厚
松　村　嘉　綱
谷　島　朝　生
伊　藤　　　求
種　村　タ　ネ
佐　藤　弘　一
大　内　二　男

岡　安　利　夫
谷　岡　　　淳
高　木　武　二
横　山　隆　幸
関　　　勝　夫
細　田　多　穂
江　沢　省　司
倉　島　信　作
長　沢　寿　昭

萩　谷　俊　英
川　田　高　明
髙　橋　哲　也
大　黒　　　篤
宮　前　信　彦
村　井　貞　夫
井　上　　　保
原　田　聡　昭
深　町　秀　彦

茨 城 県

栃 木 県

神奈川県

長 野 県

新 潟 県

長 野 県

神奈川県

茨 城 県

栃 木 県

群 馬 県

埼 玉 県

埼 玉 県

埼 玉 県

千 葉 県

新 潟 県

山 梨 県

茨 城 県

群 馬 県

群 馬 県

埼 玉 県

千 葉 県

神奈川県

神奈川県

長 野 県

長 野 県

おおうち　あつし

まつむら　よしつな

やじま　あさお

いとう　もとむ

たねむら　たね

さとう　こういち

おおうち　つぎお

おかやす　としお

たにおか　じゅん

たかぎ　たけじ

よこやま　たかゆき

せき　かつお

ほそだ　かずほ

えざわ　しょうじ

くらしま　しんさく

ながさわ　としあき

はぎたに　としひで

かわだ　たかあき

たかはし　てつや

おおぐろ　あつし

みやまえ　のぶひこ

むらい　さだお

いのうえ　たもつ

はらだ　としあき

ふかまち　ひでひこ

関東甲信越ブロック協議会賞　授賞者一覧
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令和元年授賞者
氏　　名 ふりがな 都県名

佐　藤　弘　行
金　子　　　操
浅　香　　　満
前　園　　　徹
吉　田　久　雄
髙　橋　輝　雄
野　本　　　彰
秋　田　　　裕
林　　　克　郎
神　内　擴　行
深　川　新　市
谷　村　英四郎
市　川　　　彰

茨 城 県

栃 木 県

群 馬 県

埼 玉 県

千 葉 県

東 京

東 京

神奈川県

神奈川県

神奈川県

新 潟 県

山 梨 県

長 野 県

さとう　ひろゆき

かねこ　みさお

あさか　みつる

まえその　とおる

よしだ　ひさお

たかはし　てるお

のもと　あきら

あきた　ゆたか

はやし　かつろう

じんない　ひろゆき

ふかがわ　しんいち

たにむら　えいしろう

いちかわ　あきら

　功労表彰は、協議会運営申し合わせ事項の記念事業に定める項に基づき、協議会会員歴 4年以上および
協議会役員経験者で未受賞者を対象としている。なお表彰は35年・45年〜単位で行う。
　＊参考　95頁　表彰規定・協議会賞候補者推薦要領
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会員数の変遷
茨城県 栃木県 群馬県 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県 山梨県 長野県 新潟県 全体

昭和47

48 11 7 10 12 9 163 96 21 24 17 370

49 10 10 10 12 8 180 100 22 27 19 398

50 11 16 9 19 9 185 121 24 30 23 447

51 11 20 22 10 200 122 31 36 23 475

52 13 20 24 10 212 128 31 37 27 502

53 14 24 23 12 245 148 34 41 29 570

54 17 23 11 31 15 262 148 31 48 29 615

55 18 30 12 36 16 271 152 32 48 32 647

56 21 36 14 40 24 288 153 37 58 43 714

57 20 34 13 50 33 296 166 32 62 46 752

58 24 35 21 58 41 329 197 39 75 57 876

59 23 32 21 70 49 345 206 48 84 57 935

60 27 37 23 92 65 404 223 59 94 66 1，090

61 31 39 27 106 82 451 243 62 111 72 1，224

62 40 40 41 133 103 516 284 60 134 80 1，431

63 48 46 55 159 128 602 328 72 148 92 1，678

平成� 1 60 50 65 190 152 674 359 88 181 105 1，924

2 68 51 76 262 164 720 406 90 187 113 2，137

3 87 52 91 259 187 779 438 96 203 129 2，321

4 96 63 104 287 216 859 492 100 213 140 2，570

5 106 73 110 313 248 921 532 100 239 161 2，803

6 113 82 125 333 285 976 562 111 253 176 3，016

7 123 87 143 377 308 1，010 603 119 268 195 3，233

8 137 97 159 408 353 1，092 688 130 294 214 3，572

9 164 117 184 460 408 1，186 730 133 328 234 3，944

10 195 124 207 497 423 1，257 790 154 353 265 4，265

11 212 140 232 558 505 1，338 873 156 398 300 4，712

12 250 189 269 619 573 1，493 989 166 439 336 5，323

13 288 217 318 726 667 1，652 1，111 196 487 375 6，037

14 332 265 358 814 770 1，842 1，215 211 533 439 6，779

15 387 297 399 960 888 2，046 1，365 250 577 486 7，655

16 440 320 434 1，111 1，024 2，272 1，531 295 651 541 8，619

17 624 408 561 1,461 1,293 2,797 1,856 355 802 672 10,829

18 736 457 638 1,707 1,462 3,170 2,092 405 873 756 12,296

19 850 518 726 1,963 1,660 3,536 2,358 461 949 823 13,844

20 982 562 794 2,180 1,909 3,892 2,589 506 1,020 893 15,327
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茨城県 栃木県 群馬県 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県 山梨県 長野県 新潟県 全体

平成21 1,110 636 916 2,447 2,163 4,149 2,842 546 1,129 976 16,914

22 1,252 701 1,039 2,658 2,432 4,642 3,193 605 1,259 1,056 18,837

23 1,384 763 1,130 2,927 2,629 5,019 3,402 649 1,374 1,099 20,376

24 1,553 822 1,251 3,206 2,911 5,476 3,696 700 1,524 1,155 22,294

25 1,632 875 1,376 3,448 3,243 5,796 3,924 732 1,639 1,228 23,893

26 1,763 937 1,504 3,758 3,592 6,228 4,300 771 1,768 1,305 25,926

27 1,883 1,020 1,604 4，053 3,855 6,759 4,582 787 1,864 1,392 27,799

28 1,923 1,059 1,672 4,245 3,967 6,910 4,565 808 1,927 1,438 28,514

29 2,069 1,153 1,813 4,690 4,340 7,750 5,121 874 2,011 1,481 31,302

30 2,098 1,203 1,882 4,861 4,428 7,905 5,265 887 2,042 1,522 32,093

令和 1 2,159 1,275 1,960 5,121 4,684 8,244 5,539 894 2,076 1,555 33,507

2 2,236 1,321 2,042 5,723 4,913 8,500 5,758 902 2,131 1,590 35,116

3 2,240 1,390 2,105 5,343 5,118 8,456 5,871 917 2,155 1,589 35,184

4 2,220 1,418 2,092 5,305 5,021 8,567 5,817 925 2,189 1,606 35,160

5 2,174 1,431 2,081 5,279 4,958 8,734 5,764 937 2,189 1,595 35,142

6 2,181 1,406 2,063 5,291 4,940 8,863 5,713 925 2,218 1,600 35,200

資料：40周年記念誌、理学療法白書2025より
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関東甲信越ブロック理学療法士研修会の歩み

開　催　日 会　　　場 担当士会 研修会長／
準備委員長 内　　　　　　容 講　師　等

第 1回 昭和50年11月30日 川口市立中央公民館 埼玉県 横山隆幸
理学療法に於ける痛みと評価
理学療法に於ける評価について
腰痛の診断と治療

田中国則先生
松村秩先生
大井淑雄先生

第 2回 昭和51年11月14日 都立養育院附属病院 東京都 細田多穂
Burunnstrom的アプローチ
Bobath 的アプローチ
PNF的アプローチ
Rood 的アプローチ
討論会　　司会）

松村秩先生
楠和佐子先生
溝呂木絢子先生
ミッシェル清水先生
高橋輝雄先生

第 3回 昭和52年10月16日 神奈川県総合リハビリ
テーションセンター

神奈川県 村井三義

身体障害者住宅について
小滝一正先生
小澤福美先生

第 4回 昭和53年10月15日 山梨県立中央病院 山梨県 窪田準
住吉啓治

リハビリテーションにおける痛み
脳外科の臨床

石田肇先生
水谷弘先生

第 5回 昭和54年 9 月 2 日 長野県 伊藤求
リハビリテーションにおける地域活動

太田仁史先生
二木立先生
石神重信先生
高橋伊三郎先生
川村雅憲先生

第 6回 昭和55年 9 月21日 栃木会館 栃木県 松村嘉綱
理学療法とリスク

千野直一先生
石田暉先生

第 7回 昭和56年 9 月13日 茨城県産業会館 茨城県 大内厚
老人の運動機能とリハビリテーション

吉川靖三先生
福屋靖子先生
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関東甲信越ブロック理学療法士学会の歩み

第 1回 昭和57年 9 月12日 千葉県 神宮寺一夫 江沢省司 理学療法最近の動向 千葉大学医学部附属病院

第 2回 昭和58年 9 月11日 埼玉県 横山隆幸 加藤照芳 地域社会と理学療法 浦和　さいたま共済会館

第 3回 昭和59年 9 月 9 日 新潟県 藤巻寿雄 倉島信作 脳を考える 新潟大学医学部第１講堂

第 4回 昭和60年 9 月 8 日 東京都 細田多穂 高橋輝雄 後療法からの脱出 東京医科歯科大学５号館講堂

第 5回 昭和61年 9 月14日 山梨県 長沢寿昭 住吉啓治 PTと地域保健活動 山梨県民会館

第 6回 昭和62年 9 月20日 神奈川県 村井貞夫 牧田光代 スポーツ外傷・障害に対する理学療法 川崎中小企業婦人会館

第 7回 昭和63年 9 月11日 長野県 土田正勝 神戸治 高次神経機能障害と理学療法 諏訪市駅前市民会館

第 8回 平成元年 9月10日 栃木県 谷岡淳 加藤祝也 老化・加齢のもたらす諸因子 自治医科大学研修センター

第 9回 平成 2年 9月 2日 茨城県 岡安利夫 萩谷俊英 早期リハビリテーション 筑波大学臨床講堂

第10回 平成 3年 9月 1日 新潟県 倉島信作 渡部紀子 脳を考えるⅡ 新潟県民会館

第11回 平成 4年 9月13日 埼玉県 横山隆幸 大竹朗 理学療法士と社会活動 大宮ソニック市民ホール

第12回 平成 5年 9月 5日 東京都 高橋輝雄 武内朗 物理療法機器の応用 順天堂大学　有山記念館

第13回 平成 6年 9月11日 千葉県 宮前信彦 水江年城 整形外科領域における理学療法 障害者職業総合センター
千葉勤労者総合福祉センター

第14回 平成 7年 9月10日 山梨県 長澤寿昭 井口恭一 地域の中の理学療法 甲府市総合市民会館

第15回 平成 8年 9月 7日
9月 8日 神奈川県 井上保 秋田裕 横浜ラポール

障害者スポーツ文化センター

第16回 平成 9年 9月 7日 群馬県 川田高明 中井光 理学療法と地域活動 高崎シティーギャラリー
高崎地域医療センター

第17回 平成10年 9 月13日 長野県 金井敏男 深町秀彦 スポーツにおける理学療法の展開 JA長野県・アクティーホール

第18回 平成11年 9 月19日 栃木県 金子操 秋山純和 関節・軟部組織の障害と理学療法 自治医科大学研修センター

第19回 平成12年 9 月 3 日 茨城県 松村秩 萩谷俊英 介護保険制度下における理学療法サービス 茨城県県南生涯学習センター
土浦市亀城プラザ

第20回 平成13年 9 月 9 日 新潟県 深川新市 桑原勇 理学療法士における生涯学習・研究活動 長岡リリックホール

第21回 平成14年 9 月 1 日 埼玉県 大黒篤 松崎洋人 理学療法の最新事情
ー　急性期・回復期・維持期の理学療法　ー 大宮ソニックシティー

第22回 平成15年10月18日
10月19日 東京都 望月圭一 加藤宗規 基礎から臨床　ー　新たな展開へ　ー 一橋記念講堂・日本教育会館

第23回 平成16年 9 月 4 日
9 月 5 日 千葉県 吉田久雄 茂木忠夫 より良い関係を結ぶために 浦安市文化会館

回数 開催日 担当士会 学会長 準備委員長 テーマ 会場
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第24回 平成17年 9 月17日
9 月18日 山梨県 橋田薫 小林晴名 理学療法の展望 甲府市総合市民会館

第25回 平成18年 9 月 9 日
9 月10日 神奈川県 神内擴行 清水忍 ひろげよう、知識の輪・PTの輪 パシフィコ横浜

第26回 平成19年 9 月 1 日
9 月 2 日 長野県 深町秀彦 市川彰 理学療法の進歩を問う

　―　課題はどこまで達成されたか？ 軽井沢プリンスホテルウエスト

第27回 平成20年 8 月30日
8 月31日 栃木県 加藤祝也 大島広一 温故知新　―　歴史に学ぶ現代理学療法

幕張メッセ国際会議場
第10回アジア理学療法学会
� （ACPT学会）同時開催

第28回 平成21年 9 月12日
9 月13日 群馬県 坂本雅昭 今野敬貴 次世代への継承 群馬県民会館

　（ベイシア文化ホール）

第29回 平成22年 9 月18日
9 月19日 茨城県 大橋ゆかり 斉藤秀之 理学療法基盤の再考 つくば国際会議場

　（エポカルつくば）

第30回 平成23年 9 月 3 日
9 月 4 日 新潟県 小林量作 佐藤成登志 基礎と臨床のかけ橋 朱鷺メッセ新潟コンベンショ

ンセンター

第31回 平成24年 9 月15日
9 月16日 埼玉県 前園徹 飯田大 ひとつになろう理学療法

　―　臨床・教育・研究 大宮ソニックシティ

第32回 平成25年11月 2 日
11月 3 日 東京都 高田治実 豊田輝 近未来への提言 幕張メッセ国際会議場

第33回 平成26年10月25日
10月26日 千葉県 三和真人 竹内弥彦 半世紀後にむけた理学療法の展開 幕張メッセ国際会議場

第34回 平成27年 9 月12日
9 月13日 山梨県 髙村浩司 山田洋二 「今、歩むべき道

　～生活を見据えた理学療法～」 アピオ甲府

第35回 平成28年 9 月12日
9 月13日 神奈川県 林克郎 小山理恵子 生き生きと、活き活きと、粋々と

　―　2020年、2025年への展望　―
パシフィコ横浜 会議セン
ター

第36回 平成29年 9 月23日
9 月24日 長野県 大平雅美 百瀬公人 「観る 知る 考える」

　～安全で効果的な理学療法～ ホクト文化ホール

第37回 平成30年 9 月29日
9 月30日 栃木県 大屋晴嗣 加藤浩子 守るべきもの、変わるべきもの

　～参加の本質を考える～ 栃木県総合文化センター

第38回 令和元年10月26日
10月27日 群馬県 臼田滋 山上徹也 多様なニーズに挑む　理学療法の果

たすべき役割 ベイシア文化ホール

第39回 開催中止　　 茨城県 浅川育世 松田智行 理学療法の新時代にむけて つくば国際会議場

第40回 令和 3年 9月 4日
9月 5日 新潟県 佐藤成登志 高鳥真 門性の追求

　―　今，求められるもの　―
朱鷺メッセ新潟コンベンショ
ンセンターおよび WEB

第41回 令和 4年 9月10日
9 月11日 東京都 林弘康 中澤幹夫 新しいスタンダードの構築に向けて

　―　令和の理学療法の進み方　― 日本教育会館およびWEB

第42回 令和 5年10月14日
10月15日 埼玉県 南本浩之 水田宗達 理学療法の普遍と創造、そして革新

へ　～ 2050年の理学療法を考える～ ソニックシティ

第43回 令和 6年10月 5 日
10月 6 日 千葉県 田中康之 薄直宏 話そう！つながろう！理学療法 幕張メッセ国際会議場

回数 開催日 担当士会 学会長 準備委員長 テーマ 会場
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学 会 表 彰 者 一 覧

第21回学会（埼玉県理学療法士会担当）　平成15年10月19日　日本教育会館にて表彰

第22回学会（東京都理学療法士会担当）　平成16年 9 月 5 日　浦安市文化会館にて表彰

第23回学会（千葉県理学療法士会担当）　平成17年 9 月18日　甲府市総合市民会館にて表彰

学会長賞

学会長賞

学会長賞

学会長奨励賞

学会長奨励賞

学会長奨励賞

演題名 所属 氏名

口すぼめ呼吸における呼気評価の指標について 新潟県立六日町病院 小海菊江

演題名 所属 氏名

地域転倒予防事業における理学療法士の関わり
　〜コーディネーターとして〜 佐久平クリニック 中村崇

演題名 所属 氏名

当院における脳出血急性期リハビリテーションの治
療成績 相澤病院 奥田真央

演題名 所属 氏名

心臓外科手術後患者の肺活量の回復過程と回復関連
因子について 群馬県立心臓血管センター 有園信一

筋萎縮性側索硬化症に対する短期呼吸リハビリ入院
の効果 国立精神・神経センター国府台病院 寄本恵輔

回旋運動軸の固定が肩関節外旋運動に及ぼす作用
　―　その動作と筋活動からの検討　― 東海大学医学部附属病院 黒木光

演題名 所属 氏名

冠動脈バイパス術前後の理学療法プログラムの検討
　―　術後急性期に運動負荷開始が遅延した症例の特徴から　― 相澤病院 唐澤俊一

歩行能力と敏捷性の関係
　―　健常中高年者と脳卒中患者について　― 東京都リハビリテーション病院 斉藤琴子

動作記憶における視覚情報の有効性 茨城県立医療大学 塚田涼子

演題名 所属 氏名

回復期前期脳卒中患者の歩行効率と歩行自立度につ
いて 埼玉医科大学附属病院 高杉栄
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第24回学会（山梨県理学療法士会担当）　平成18年 9 月10日　パシフィコ横浜にて表彰

第25回学会（神奈川理学療法士会担当）　平成19年 9 月 2 日　軽井沢プリンスホテルウエストにて表彰

第26回学会（長野理学療法士会担当）　平成20年 8 月31日　幕張メッセ国際会議場にて表彰

学会長賞

学会長賞

学会長賞

学会長奨励賞

学会長奨励賞

学会長奨励賞

演題名 所属 氏名

新潟県中越地震が在宅生活者に及ぼした影響
　―　当法人訪問リハ利用者の実態調査を通じて　―

ながおか医療生活協同組合
生協かんだ診療所 金子功一

演題名 所属 氏名

脳卒中片麻痺患者における屋外歩行自立可能性を判断する
一指標　―　ファンクショナルリーチテストを用いて　― 鶴巻温泉病院 大木雄一

演題名 所属 氏名

血清アルブミン濃度と 6分間歩行距離の関係につい
て 公立長生病院 高橋豊

演題名 所属 氏名

ALSにおける気管切開後の早期離床について
　〈血液ガス検査からみた離床の条件〉 国立精神・神経センター国府台病院 寄本恵輔

高齢患者の病棟内歩行自立度 株式会社日立製作所　日立総合病院 鈴木誠

演題名 所属 氏名

動的姿勢制御における足趾の働き
　―　足圧分布測定装置を用いて　― 北千葉整形外科 大森章一

内腹斜筋の筋活動向上を目的にした体幹筋アプロー
チ法の検討 小豆沢病院 松田敦子

演題名 所属 氏名

神奈川県士会女性会員に対するアンケート調査　―　女性会
員の職場環境や離職の実態及びニーズの把握（第一報）　―

社団法人神奈川県理学療法士会
女性会員支援事業委員会 堀七湖

当院回復期リハビリテーション病棟、「家族と共に
学ぶ会」の現状 横浜新都市脳神経外科病院 鈴木暁

デイサービス利用高齢者の運動能力自己認識と身体
特性および転倒との関連について

訪問看護リハビリテーションネット
ワーク 平野康之
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第27回学会（栃木県理学療法士会担当）　平成21年 9 月13日　ベイシア文化ホール群馬県民会館にて表彰

第28回学会（群馬県理学療法士会担当）　平成22年 9 月19日　つくば国際会議場エポカルつくばにて表彰

第29回学会（茨城県理学療法士会担当）　平成23年 9 月 4 日　朱鷺メッセ新潟コンベンションセンターにて表彰

学会長賞

学会長賞

学会長賞

学会長奨励賞

学会長奨励賞

学会長奨励賞

演題名 所属 氏名

学齢期脳性麻痺児への生活支援
　―　生活機能再構築におけるPTの関わり　― 横浜市西部地域療育センター 山本裕子

演題名 所属 氏名

加齢による体組成変化と変形性膝関節症との関連 新潟こばり病院 渡辺博史

演題名 所属 氏名

脳血管障害患者における足関節底屈筋の筋緊張と筋
伸張度の関連性 高崎健康福祉大学 竹内伸行

演題名 所属 氏名

Pusher現象に対する坐位での随意的重心移動課題
の有用性 介護老人保健施設サン・テレーズ 櫻井美穂

造血幹細胞移植患者に対する当院での取り組み 自治医科大学附属病院 関根利江

演題名 所属 氏名

車椅子バスケットボール選手における褥瘡の実態調査
　―　寝たきり・座りきりでなくても褥瘡はできる　― 茨城県立医療大学 橘香織

脳卒中片麻痺患者の体幹機能とベッド　―　車椅子間
移乗動作能力との関連性 鶴巻温泉病院 小竹康一

内側型変形性膝関節症における股関節回旋全可動域
とFTAの関連性 関町病院 安永佳世

演題名 所属 氏名
Hand Held Dynamometer で測定した膝伸筋力値
から 1RMを予測することは可能か？　―　1RM法の
再現性および等尺性膝伸展筋力と 1RMの関連　―

川崎市立多摩病院 武市尚也

脳卒中患者の病棟内歩行自立の判断を行う際に考慮
すべき評価項目について　―　回復期リハビリテーシ
ョン病棟における転倒発生状況調査から　―

脳血管研究所美原記念病院 柴田由理

膝関節角度の違いで腓腹筋とヒラメ筋の筋緊張は鑑
別可能か 本庄総合病院 竹内伸行
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第30回学会（新潟県理学療法士会担当）　平成24年 9 月16日　大宮ソニックシティにて表彰

第31回学会（埼玉県理学療法士会担当）　平成25年11月 3 日　幕張メッセ国際会議場にて表彰

学会長賞

学会長賞

フレッシュマン奨励賞

学会長奨励賞

学会長奨励賞

演題名 所属 氏名

腰部脊柱管狭窄症者の健康関連quality of life に影
響を及ぼす因子 榛名荘病院 樋口大輔

演題名 所属 氏名

症候性膝関節症に関する関連因子の縦断的検討 JA新潟厚生連新潟医療センター 渡邉博史

演題名 所属 氏名

部分免荷トレッドミル歩行練習における動作パター
ンの変化について

総合リハビリテーションセンター
みどり病院 内藤俊樹

演題名 所属 氏名

片脚立位における予測値・実測値と歩行自立度の検
討 東京慈恵会医科大学付属第三病院 五十嵐雄介

介護予防事業参加高齢者の円背と運動機能との関連
性 早稲田医療技術専門学校 佐藤慎一郎

片脚ジャンプ着地動作における膝関節外反角と足部
アライメントの関連性 せせらぎ病院付属あさくら診療所 奥井友香

演題名 所属 氏名

365日リハビリテーション体制を導入しての効果
　―　高齢者・重傷者の受け入れの多い当院での検討　― 輝山会記念病院 中垣亮

基本バランス能力テストの臨床的有用性とカットオ
フポイントの検討
　―　回復期脳卒中患者の病棟内歩行自立度との関係　―

竹の塚脳神経リハビリテーション病院 山口英典

回復期脳卒中患者に対するMini-BESTest の信頼
性・妥当性の検討 東京湾岸リハビリテーション病院 鬼塚勝哉
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第32回学会（東京都理学療法士会担当）　平成26年10月26日　幕張メッセ国際会議場にて表彰

第33回学会（千葉県理学療法士会担当）　平成27年 9 月13日　アピオ甲府にて表彰

学会長賞

学会長賞

副学会長賞

フレッシュマン奨励賞

フレッシュマン奨励賞

学会長奨励賞

学会長奨励賞

演題名 所属 氏名

胸郭形状と身体重心移動量の関係性 横浜新都市脳神経外科病院 廣江圭史

演題名 所属 氏名

慢性期脳卒中片麻痺患者のBrunnstrom Recovery 
Stageの各テストと歩行速度の関係 東京慈恵会医科大学附属病院 木山厚

演題名 所属 氏名

重度Guil ｌ ain-Barre 症候群を呈した患者に対しての装
具療法と歩行予後について　―　単一症例による検討　― 船橋市立リハビリテーション病院 森本雄太

演題名 所属 氏名

ボツリヌス療法後に機能的電気刺激療法を使用した症例
　―　維持期脳卒中患者における動作改善についての検討　— さいたま記念病院 若井陽香

演題名 所属 氏名

パーキンソン病の姿勢反射障害は姿勢異常及び随意運動
に伴う姿勢制御の障害と同一の病態として捉えるべきか 登戸内科・脳神経クリニック 三上恭平

neglect like syndrome を併発した帯状疱疹後神
経痛患者の治療経過 NTT東日本関東病院 中村祐太

急性期脊髄損傷後の stem cell factor 投与による
apoptosis 抑制機序の検討 千葉リハビリテーションセンター 甲斐千尋

演題名 所属 氏名

特別支援教育の訪問教育における理学療法士と教員
との相互理解に基づく協働のあり方について 神奈川県立三ツ境養護学校 鈴木哉

パーキンソン病における起き上がり動作時間と
UPDRSの関係について 東京慈恵会医科大学附属第三病院 来住野健二

演題名 所属 氏名

当院における大腿骨頚部骨折 /転子部骨折患者に対
する365日体制による介入の効果 亀田総合病院 田崎竜一

端座位における骨盤の前後傾角度の違いが咳嗽力に
与える影響 山王病院 眞子晶太郎
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第34回学会（山梨県士会担当）　平成27年 9 月12日―13日

第35回学会（神奈川県士会担当）　平成28年10月29日―30日

学会長賞

学会長賞

フレッシュマン賞

フレッシュマン賞

奨励賞

奨励賞

演題名 所属 氏名

「地域包括ケアシステム推進に向けた理学療法士の
地域活動実践評価尺度の開発」

社会福祉法人愛の会
介護老人保健施設　桜の郷　敬愛の杜 渡邊勧

演題名 所属 氏名
家族介護力別にみた脳卒中患者の自宅退院を予測す
る入院時ADL自立度
　―　JARD多施設登録データを用いた分析　―

八千代リハビリテーション学院 佐藤惇史

演題名 所属 氏名

トレッドミル走行運動が老齢期ラット脊髄における
TrkBと GAP-43 の発現に与える影響 伊那中央病院 才木涼

演題名 所属 氏名

術後一年での階段昇降能力に与える諸因子の検討 新上三川病院　リハビリテーション科 久保田悦章

高齢心疾患患者のフレイル表現型による分類と心機
能、身体機能の関連性

群馬県立心臓血管センター　リハビリ
テーション課 桑原拓哉

運動学的異常の制動は変形性膝関節症の進行を遅延
させる 埼玉県立大学大学院 村田健児

演題名 所属 氏名

物忘れ外来での理学療法士の関わりにより認知機能
改善を認めたアルツハイマー型認知症の一例 帝京大学ちば総合医療センター 木本龍

Head Mounted Display アダプテーションに足底
接地の有無が及ぼす影響 新座病院 井出彰悟

運動学的異常の制動は変形性膝関節症の進行を遅延
させる 埼玉県立大学大学院 村田健児

演題名 所属 氏名

温熱刺激頻度の違いが熱ショックタンパク質産生お
よびタンパク質合成に与える影響 台東区立台東病院 星野恵里佳
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学会長賞

学会長賞

奨励賞

奨励賞

演題名 所属 氏名

中大脳動脈領域の急性期脳梗塞患者における機能的
動作と転帰への関連因子の検討 埼玉医科大学総合医療センター 尾内優梨子

演題名 所属 氏名

急性期内科系疾患患者のADL改善に影響する因子
　～体組成での検討～ 東京慈恵会医科大学附属柏病院 樋口謙次

演題名 所属 氏名

当院の外来心リハ患者における農作業と運動耐容能
との関連 北アルプス医療センターあづみ病院 赤羽弘泰

３か月間の「町田を元気にするトレーニング」が地
域在住高齢者の身体機能及び生活機能に与える影響
について

多摩丘陵病院 中澤幹夫

訪問リハビリテーション利用者における屋外活動範
囲の促進・阻害因子に関する研究 船橋市立リハビリテーション病院 加辺憲人

演題名 所属 氏名

損傷部位の違いは前十字靭帯の自己治癒能に影響を
及ぼすか 埼玉県立大学大学 加納拓馬

Timed Up & Go Test+（TUG+）の開発
　―　高齢者のTUG遂行映像を使用した信頼性評価
　　（予備研究）―

亀田メディカルセンター 松田徹

住民の自主グループでの体操が高齢者の運動機能に
与える効果：傾向スコア法を用いた効果検証 北里大学 上出直人

第36回学会（長野県士会担当）　平成29年 9 月23日―24日

第37回学会（栃木県士会担当）　2018年 9 月29日―30日

フレッシュマン賞

フレッシュマン賞

演題名 所属 氏名

異なる筋収縮形態における機械的負荷がEnthesis
構造に及ぼす影響について 埼玉県立大学大学院 小曽根海知

演題名 所属 氏名

転倒・転落予防を目的に入院時にSPPBを用いた
有用性の検討 北杜市立甲陽病院 内藤薫

認知症を合併した進行性核上性麻痺を呈する症例に
対する起居動作練習
　～段階的難易度調整を用いた部分練習～

熊谷総合病院 羽鳥航平
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学会長賞

新型コロナ感染症拡大のため開催中止

学会長賞

奨励賞

奨励賞

演題名 所属 氏名
末梢神経切断後の脱神経筋に対する機械的負荷が筋
萎縮関連因子の発現に与える影響（パイロットスタ
ディ）

埼玉医科大学総合医療センター 西元淳司

演題名 所属 氏名
【スペシャルオーラルセッション】
COVID-19 拡大予防の自粛生活中におけるフレイル
新規発生のスクリーニング法の開発

高崎健康福祉大学 篠原智行

【スペシャルポスターセッション】
e ポートフォリオを利用した新人教育管理の効果 さい整形外科クリニック 鈴木幸宏

演題名 所属 氏名

遠心性収縮は筋を肥大させるが骨付着部（Enthesis
部）には構造的変化を引き起こす 結城病院 伊藤遼佑

頚動脈洞症候群と血管迷走神経性失神を併発した症
例に対する理学療法 東京慈恵会医科大学葛飾医療センター 藤田吾郎

異なる運動様式のDraw in exercise が腹横筋筋厚
に及ぼす影響について NTT東日本関東病院 望月優人

演題名 所属 氏名
【スペシャルオーラルセッション】
適正体重未満の血液透析患者における腹部CTで評
価した骨格筋量および脂肪組織分布と生命予後との
関連

嬉泉病院 小島将

【スペシャルポスターセッション】
姿勢異常を伴うパーキンソン病に対する視床下核刺
激療法術後の短期理学療法効果　―　症例報告　―

順天堂大学医学部附属順天堂医院 芳井あかり

【スペシャルポスターセッション】
脳梗塞発症後 Platypnea-Orthodeoxia Syndrome を
呈し，理学療法により座位獲得を目指した症例

東京都健康長寿医療センター 舘智憲

第38回学会（群馬県士会担当）　令和元年10月26日―27日

第39回学会（茨城県士会担当）　2020年10月17日―18日

第40回学会（新潟県士会担当）　2021年 9 月 4 日― 5 日

フレッシュマン賞
演題名 所属 氏名

方形回内筋の筋厚と握力との関係　―　超音波画像診
断装置を用いて　― 上白根病院 竹中朝貴
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学会長賞

学会長賞

奨励賞

奨励賞

演題名 所属 氏名
生活期下肢骨折患者における
Falls Efficacy Scale-International の臨床的に意
義のある最小変化量の検討

太田医療技術専門学校 大谷知浩

演題名 所属 氏名

回復期脳卒中片麻痺者における歩行自立を判別する
歩行周期時間変動性の検討 汐田総合病院 吉川大志

演題名 所属 氏名

興味関心チェックシートを用いて目標設定を行い生
活のひろがり拡大に繋がった一症例 横浜総合病院 清水蒼平

小学生サッカー選手におけるスポーツ専門化度の現
状および成長関連障害発生との関係 日本女子体育大学 永野康治

新人理学療法士教育に２：１クリニカルクラークシ
ップ導入した試みの検証 セコメディック病院 山崎真也

演題名 所属 氏名

慢性足関節不安定症の発症メカニズム；足部不安定
性による生じる足部靭帯内機械受容器の変性 埼玉県立大学大学院 川端空

回復期脳卒中片麻痺者における拡散テンソル画像を用
いた皮質脊髄路の健全性と麻痺側下肢筋力の関連性 老年病研究所附属病院 小山田知弘

スクリューアクシス法を用いた運動時における関節
瞬間回転軸の精度の検証 れんけい訪問看護ステーション 野村晃裕

第41回学会（東京都士会担当）　2022年 9 月10日―11日

第42回学会（埼玉県士会担当）　2023年10月14日―15日

フレッシュマン賞
演題名 所属 氏名

浅指屈筋損傷を発症した高校野球選手の治療成績：
動的肘外反安定化に着目したリハビリテーション

AR-Ex 尾山台整形外科東京関節鏡セ
ンター 池津真大

両側人工股関節全置換術を施行し拇趾爪切り動作獲
得に難渋した症例 昭島整形外科、八王子ひがし整形外科 佐々木舞那

ビッカースタッフ脳幹脳炎により運動失調を呈した
症例報告 総合東京病院 安田貴美

僧帽弁閉鎖不全症に対する僧帽弁形成術術後に適応障
害を発症した患者に対し活動量増加に難渋した症例 練馬光が丘病院 片岡友里
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フレッシュマン賞
演題名 所属 氏名

歩きスマホ中の視野制限が障害物跨ぎ動作に及ぼす
影響 東京湾岸リハビリテーション病院 小見大和

アルカプトン尿症を併存したアキレス筋付着部断裂
患者に対する装具療法の検討 東京慈恵会医科大学附属病院 池田龍司

学会長賞

奨励賞

演題名 所属 氏名
フレイルリスクは高齢者高齢水頭症患者の術後の日
常生活活動に影響する：DPCデータベースを用い
た傾向スコア解析

文京学院大学 五十嵐達也

演題名 所属 氏名

立ち上がり動作床反力を用いたサルコペニア判定式
の妥当性について 高崎健康福祉大学 解良武士

腰部脊柱管狭窄患者における術後２週間時の痛み・
しびれは術後１年時の健康関連QOL・身体活動量
と関連するか

高崎健康福祉大学 樋口大輔

第43回学会（千葉県士会担当）　令和 6年10月 5 日― 6 日


